
２０２２年度（令和４年度）呉市陸上競技協会ニュース

〇 采谷先生逝く　７８歳　ミュンヘン五輪マラソン代表

〇 第106回日本選手権　6月10日　大阪・ヤンマースタジアム長居　
☆女子ハンマー投　１位　　61.94 　勝冶　玲海（九州共立大３） 宮原中-安芸高

女子ハンマー投
・2022年ランキング  　5位 61.94 　勝冶　玲海（九州共立大３）6.10
・日本歴代　         10位 61.94 　勝冶　玲海（九州共立大３）2022. 6.10

　1972年のミュンヘン五輪男子マラソン代表の采谷義秋氏が、11月5日に
亡くなりました。
　呉市生まれ。長浜(現・広南)中時代から長距離を始め、広島電機高
(現・広島国際学院高)時代には1962年の全国高校駅伝に出場し、チームの
３位入賞に貢献しました。日体大在学中からマラソンに取り組み、２年生
で福井中日マラソンで優勝したほか、関東インカレでも入賞しました。卒
業後、広島県の県立校、竹原高の教員に。マラソンランナーとして活躍
し、実業団に所属しない「公務員ランナー」のトップ選手でした。

　68年メキシコ五輪の代表候補になりましたが、選出されませんでした。翌年のボス
トンでは2時間13分49秒で優勝。ミュンヘン五輪で君原健二選手、宇佐美彰朗選手と
ともに代表入りを果たしました。同五輪の結果は36位でした。

　現役時代から実業団チームなどから勧
誘を受けていましたが、一貫して教壇に
立ち続け、引退後も教員として後進を指
導。
　定年後は市民マラソンのゲストラン
ナーや講演会にも参加。2017(平成29年)
までゆかりの地で、采谷記念ラビットク
ロカンin大久野島が開催されていまし
た。
　最近まで、呉市の大会のゴール付近
で、役員と人懐っこい笑顔で歓談されて
いたことを思い出します。

　また一人日本を代表するオリンピアンが呉市から去りました。呉市陸上界の誇りで
した。心よりご冥福をお祈りいたします。

　オレゴン世界選手権代表選考会を兼ねた日本選手権の2
日目。
　最終6投目は「１位になりたいけど、２位でもいいや」
という気持ちで臨み、61ｍ94のビッグスローで逆転。初優
勝を決めた。昨年は緊張から予選落ち。今回は「自分は投
げられるんだ」と言い聞かせて「いつもの練習を意識して
投げた」という。
　今後は「65mは狙いたいです」と学生記録(64ｍ43)の更
新へ意欲を示している。



〇 第10１回関東学生選手権　5月20日　東京・国立競技場
☆女子１部１５００ｍ　１位　　4:16.41　大会新 　樫原　沙紀（筑波大３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和中-呉三津田高

女子８００ｍ
・2022年ランキング  　12位 2:06.37 　樫原　沙紀（筑波大３）6.10
女子１５００ｍ
・2022年ランキング  　25位 4:16.41 　樫原　沙紀（筑波大３）5.20

(日本人13位)

〇 JOCジュニアオリンピックカップ第16回U18陸上競技大会　10月21日　愛媛県総合
☆男子U18ハンマー投　１位　58m97　尾濱 太陽（西条農高・広島２）　倉橋中

男子ハンマー投
・2022年高校ランキング  5位 61.48　尾濱　太陽（西条農高２広島）9.17
・日本高校歴代　      122位 61.48　尾濱　太陽（西条農高２広島）2022.9.17

　尾濱太陽選手が3回目に58m97を放って逃げ切り勝ち！🥇

　その１ヶ月前、９月に行われた広島県高校新人61m48で
優勝、自己ベスト。栃木国体では60m96(5位)を投げてお
り、好調を維持していた。夏の大会では、高校2年生であ
りながら中国大会を制覇。インターハイ(6位)に出場して
いた。
　しかし、このようなコメントを残している。
　「国体や新人の大会からベストが出ないままで、苦しい
中で頑張ってきたが、やはりこの大会でもやってきたこと
を出し切れないことが、教えてくれた人に申し訳なさや悔

しさが出てきて素直に喜べない。来年の目標は、目の前で高校新を出されたのでそれ
を乗り越えて高校新を出したい。基礎練習であったり投げ込みであったり一つ一つの
ことをみっちり積み重ねていきたい。」
　来年、期待される！

　関東インカレ1500mで見事優勝を果した。レース序盤からトップ
グループに食い込み、最後の直線で逆転勝利を収めた。「大会新
で優勝できました！！ 攻めるって決めてからビクビクしてたけど

なんとかやり切れてホッとしてます😮💨 チーム筑波の流れに乗れ

ました🤍」(Twitter)

　日本選手権の女子800m決勝では、2分06秒37の3位に食い込む健
闘。５月末に虫垂炎を患ったが、1500m惨敗からの躍進だった。
「800、5000もトップになる選手にならないと、世界と戦えない。
1500mで4分10秒を切って、田中さん、卜部蘭さん、後藤夢さんと
勝負して、誰が勝つかわからなくなるくらい成長していきたい」
と力強く語った。


